
第5章提言と今後の課題

1 本年度のまとめと提言

本年度は、子どもたちの衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などの問題の解決を目指し、

子ども、教師、保護者へのアンケート調査、学校(幼稚園を含む)からの聞き取りによる事例

収集を行い、子どもたちの揺れ動く心の実態や背景、行動への対応策等を検討してきた。

ここでは、研究の結果を基にして、各学校(園)と家庭に向けて、次の提言をしたい。

(1 )学校と家庭への提言

ア 子どもたちが、イライラしたりムカついたりするなどの心の背景には、不安・抑うつ感

やこだわり感が高いこと、自己肯定感が低いことなどがある。

D 教師と保護者は、子どものサインを受け止め、子どもを支える。

(1)子どもが不安を高めていたり、落ち込んでいたりしないか、こだわりが強い傾向がな

いかなどの心のサインに目を向けて対応する。また、子どもがイライラしているときに

は、安易な励ましよりも安心感を与えるような働きかけに努める。

(イ)自己肯定感を高めるために、子どもを一面的に評価したり過剰な期待をかけすぎたり

せずに、子どもが自分は認められている、理解されている、自分にもよさがあると思え

るように支えていく。

イ 子どもたちがイライラしたりムカついたりした時の対処の仕方は、我慢するなどの抑制

的な対処が多いが、抑制的な対処ではイライラ感が解消されにくく、友達とおしゃべりを

したり運動で汗を流したりするなど、ほどほどに発散することが有効である。

2) 教師と保護者は、子どもの感情を受け止め、体験や自己表現の場を拡大する。

(1)幼児期から、発達段階に応じた遊びゃ人とのかかわりを体験させ、感情をコントロー

ルする力を育てるとともに、自己表現のスキルを身に付ける場や機会を積極的に設ける。

(イ)衝動的・攻撃的な行動をとる子どもに対して、まずその行動を制止することは当然で

あるが、次に子どもの言い分を聴きながら子どもの感情を受け止め、行動のきっかけや

要因を把握する。

ウ 「寝る時刻が夜中の12時を過ぎるJ i朝食を食べないで学校に行く」などの子どもたち

の中に、イライラ感の高い傾向にある子どもたちが多い。

~ 学校と家庭が協力して、子どもが基本的な生活習慣を身に付けるようにする。

(1)学校は子どもの基本的な生活習慣が定着するように、家庭や地域社会に積極的にアピ

ールし、共に考えたり、取り組んだりするための場とアイデ、イアを提供する。

(イ)保護者は、家族全体が夜更かしをしない、一緒に食卓に向かうなどを心掛け、子ども

が基本的な生活習慣を身に付けるようにする。
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エ 保護者が「家の中で喧嘩をするJ r暴力を振るうJ r他の子どもと比べるJ r何から何
まで勝手に決める」などがある場合には、子どもたちはイライラ感が高くなる傾向があるo

e 学校と家庭が協力し、子どもの気持ちに寄り添い、子どもの居場所づくりに努める。
(7)保護者は、過保護や過干渉、暴力、他の子どもとの比較などによって子どものストレ

スを増幅しないようにし、子どもの気持ちに寄り添った姿勢をもっ。

(イ)学校は、子どもに対する評価の観点を広げ、子どものよさや可能性を積極的に家庭に

伝える。

(2)掛かの提言

ア イライラ感の高い子どもたちは、一人ではやらないことでも皆と一緒だとやってしまっ

たり、友達がムカついていると自分もムカついたり、友達が自分をどう思っているか気に

したりするなど、周囲の子どもたちから影響を受けやすい。

D 教師は、集団の影響を理解し、子どもが主体的に行動できる雰囲気をつくる。
(7)子どもたちは個の場面と集団の場面では異なる姿を示すことがある。どちらの姿もそ

の子どもの実態としてとらえ、総合的に子どもへの理解を深める。

(イ)教師は、子どもが集団に影響されず、主体的に判断し行動できるよう、幼児期から自

分の考えに基づいて行動する機会を増やす。

イ 衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などが起こった場合には、校長が問題解決のた

めにリーダーシップを発揮することが何よりも重要である。

2) 校長は、自ら状況を把握し、見通しをもって問題解決に当たる。

(7)校長は日頃から、教師の指導や子どもの生活などの実態を把握し、学校の課題を確か

めておく。

(イ)問題が起きたとき、校長自らが状況を把握しぐ具体的な方針を決め解決のための組織

づくりを行うとともに、教師を支え、解決への意欲をもたせる。

(ウ)校長は自ら保護者や地域に働きかけ、周囲の不安を取り除き、信頼の回復に努める。

ウ 衝動的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否などの問題は、教師一人の力では解決が難しく、

全校体制での対応が必要である。

② 教師は、自分の学級の子どもだけでなく、学校全体の子どもを育てる姿勢をもっ。

(7) 日頃から育てたい子ども像の共通理解を図り、指導の足並みをそろえるようにする。

(イ)問題が起こる不安があるとき、悩みや不安を自分だけで抱え込もうとせず、上司や同

僚に相談する。

(ウ)問題が起きたとき、特定の個人の問題として傍観するのではなく、各人が問題解決の

ための役割を見いだし、協働する。
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エ 授業妨害・拒否の行動は、教師の一面的な指導や放任型の指導への反発、指導力の不足

などから起こることが多い。

:4> 教師は、これまでの教育観や子ども観を見直し、指導の改善を図る。

(7)子どもの行動の意味や背景を深く理解し、共感的な対応を心掛ける。

(イ)日頃から、だれもが授業を参観できるように心掛けるとともに、研修会に参加するな

どして自分の指導を振り返る。

(ウ)教師相互の指導方法の違いを認め合い、それぞれのよさに学び、指導力を高める。

(工)子どもや保護者の声をよく聴き、これらの声を大切にして改善に生かす。

オ 10年前と比べて子どもの友達関係で悩んでいる保護者が増えている。また、保護者は、

子どもたちの行動の原因の多くは、家庭の子育てや生活の在り方にあると考え、子どもへ

のかかわり方を改善する必要があると考えている。

ID 学校は、保護者の声をよく聴き、子育ての相談ができる場や機会を提供する。

(7)学校は、まず、保護者の不安や不満、悩みなどの声を、よく聴き取るようにする。

(イ)学校は保護者に対し、保護者同士の仲間づくりや学校や関係機関への気軽な相談を促

すとともに、日頃から子どもの変化について保護者に伝えるようにする。

(ウ)学校は保護者相互の意見交換の場や機会を設定し、保護者が子どもにどのようにかか

わったらよいかを具体的にアドバイスし合えるようにする。

カ 家庭・地域社会との連携を進めている学校の事例では、子どもの問題を共通のものとし

て考えることによって、多くの成果が生まれている。

⑤ 学校は、聞かれた学校を推進し、家庭・地域社会との連携を深める。

(7)学校は、家庭・地域社会に向けて学校の方針を示し、学校公開週間や協議の場を設け

理解を求めるとともに、家庭・地域社会の声をよく聴き、学校改善に生かす。

(イ)学校は、地域の人々との協力や施設の活用、関係団体との連携などにより、子どもの

活動の場や機会が多様になるよう工夫する。

2 今後の課題

本研究は、次年度も継続する。次年度は、以下に示す残された課題を中心に研究を深め、

「子どもたちの揺れ動く心と学校の在り方」について、問題の解明と提言をより具体的に行う

とともに、積極的に情報を発信できるようにする。

(1) 本年度行った子どもへの調査を、子どもの行動観察や面接調査などに発展させ、衝動

的・攻撃的な行動や授業妨害・拒否の行動などの背景となる心理をより確かに把握する。

(2) 学校(園)からの事例収集に加え、子どもの姿を直接的・継続的に観察し、衝動的・攻

撃的な行動や授業妨害・拒否の行動などの予防や防止の対応策を、より具体的に究明する。

(3) これからの学校教育を視野に入れ、授業改善や家庭・地域社会との連携・協力に関する

事例を幅広く収集し、子どもの心をはぐくむ学校(園)の在り方を具体的に提言する。
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その時父母は教師は」
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。
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ベネッセ教育研究所モノグラフ中学生の世界vo1. 24 。
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